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「高等教育へのeラーニング実践方法と実例」
ーAMLプロジェクト、A2ENプロジェクトの展開ー

　　　　

2003年8月8日

青山学院大学　総合研究所　
AMLプロジェクトリーダ
A2ENプロジェクトサブリーダ　
　　　　　　　　　　経営学部　教授　玉木　欽也

メディア教育開発センター（NIME)
2003年度　
「オンライン・コースの手法と戦略」
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1997　　　　　　　　　　　1998　　　　　　　　　　1999　　　　　　　　　　2000　　　　　　　　　　~2004

ACC Project

AML Project

AMLⅡ Project

青山学院大学総合研究所

情報処理振興事業協会（IPA)
「情報化教育モデル学習システム構築事業」

青山学院大学経営学部の情報教育インフラの整備

情報基盤開発ｻｲﾊﾞｰEnglish教育

情報メディア教材開発情報ネットワークリテラシ教育コンテンツ開発ホームページ

ﾊﾞｰﾁｬﾙｵﾌｨｽｱﾜｰ

青山学院大学総合研究所　特別プロジェクト

ｻｲﾊﾞｰｷｬﾝﾊﾟｽ教育方法
開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

AMLプロジェクトからAMLⅡ、A２ENプロジェクトへ

AMLコンソーシアム

経営・技術統合化戦略
IT研究会

ｻｲﾊﾞｰﾋﾞｼﾞﾈｽ協調型演習

一貫教育の情報化教育

学習管理システム

私学振興共催事業団
「新技術開発」
「教育・学習方法改善」

A2EN　Project
青山学院大学総合研究所　特別プロジェクト

Asia e-Leaning Network構想
協調型ブレンディッドラーニング

国際IDer資格認定制度
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AMLⅡ Project (AOYAMA Media Lab.)
AMLプロジェクトは教育と企業活動のための「サイバーユニバーシティ」の
実現と普及、そして人材開発と育成をめざします。

一般社会への公開と普及

サイバーキャンパス

サイバーアライアンス-Resources（資源）の共有-

AMLコンソシアム
Facility Resources

Knowledge Resources

Human Resource

（施設：教育・研究用施設、サイバー
エンタープライズモデルなど）

（知識：多分野にわたる専門的な
教育・研究成果）

（人材：MENTOR、教育スタッフ、
社会人）

新
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Ｉ
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究

サイバーキャンパス
教育方法開発
プロジェクト

経営・技術統合化
戦略ＩＴ研究会
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AMLⅡプロジェクトにおける3つの関連組織
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2002年度　AMLⅡプロジェクトの研究会組織

プロジェクト　事務系機能（プロジェクトマネジメント）

WG11：教育知的財産運用

　　　　　　　　　　　　WG21：学習管理システム（サイバーキャンパスシステム）

WG31：

マルチ
メディア
型総合
学習

WG32：

マルチ
メディア
型一貫
英語教育

マルチメディア型
一貫教育

WG41：

サイバー
コミュニ
ケーシ
ョン

WG42：

サイバー
ESP教育
システム

WG43：

モデル
ベース
ラーニング
遠隔授業

サイバーベーシック教育

WG51：

サイバー
ビジネス
プランニ
ング

WG52：

サイバー
コンカ
レント
マネジ
メント

WG53：

日本型
戦略的
ビジネス
モデル

WG54：

APO対応
ロバスト
スケジュ
ーリング

WG55：

戦略的
バランスト
スコア
カード
経営

WG61：

マネジ
メント
ITシステム

サイバービジネス、エンジアリング教育
サイバー
ITシステ
ム教育

　　　　　　　　　　　　WG23：セルフラーニングシステム（単位認定型）

WG56：

アカウン
ティング
エッセン
シヤルズ

　　　　　　　　　　　　WG24：学生サービス・モバイルラーニング

戦略会議 推進会議 開発会議
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eラーニングに従事する専門的な人材

SME (Subject matter expert)　＞教員（ティームテーチング）

プロジェクト・マネージャ＞　WGのリーダ、大学院生リーダ

インストラクショナルデザイナー＞授業担当教員、TA責任者

メディアスペシャリスト　＞授業担当教員、コンテンツベンダ

システム管理者　＞専門WG、システムベンダ

（ヘルプデスク）

（チューター）　

メンター　＞（授業担当教員）、TA

教育サービススタッフ　＞（大学　事務系）
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　eラーニングメソッ
ド

マルチメディア教材

学習ソフトウェア

学習支援機能

コミュニケーション機
能
　［同期・非同期］

システム管理機能

学習管理システム（LMS）

学習環境［ネットワーク環境、サーバ／クライ
アント］

コンテンツ

eラーニングメソッドとコンテン
ツ

学習者 教員 システム管理者

図1　eラーニングシステムのアーキテク
チャ
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学習管理システム
例：サイバーキャンパスシステム

コース終了　コース期間中コース開催前

学習支援機能 コミュニケーション機能 管理機能

テスト実施

課題出題

課題提出

教材配布

グループ作成

アンケート実施

授業出席

教材参照 テスト受験

アンケート回答

学習計画 学習ログ参照

進捗管理

受講者登録

教材作成

学習計画作成

コース作成

利用者情報

各種設定

利用者管理 コース管理 システムログ監視

質
問

掲
示
板

Ｆ
Ａ
Ｑ グループ演習

?教材参照
?掲示板
?課題提出

指
導
者

学
習
者

管理者

授業実施

進捗登録

成績採点

成績登録

成績参照

履歴参照

FAQ作成

出欠管理

総合評価

利用者登録

コース終了　コース期間中コース開催前

テスト実施

課題出題

課題提出

教材配布

グループ作成

アンケート実施

授業出席

教材参照 テスト受験

アンケート回答

学習計画 学習ログ参照

進捗管理

受講者登録

教材作成

学習計画作成

コース作成

利用者情報

各種設定

利用者管理 コース管理 システムログ監視

質
問

掲
示
板

Ｆ
Ａ
Ｑ グループ演習

教材参照

掲示板

課題提出

指
導
者

学
習
者

管理者

授業実施

進捗登録

成績採点

成績登録

成績参照

履歴参照

FAQ 作成

出欠管理

総合評価

利用者登録

伝
言
版
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講義（授業）

教材グループ機能
教材グループ機能

学習ツール機能
学習ツール機能

テスト機能
テスト機能

学生

テストによる
知識の確認

教材提示
レクチャー

教材提示
レクチャー

講義教材

補足教材

知識の確認

サーバーキャンパスシステム　授業での利用例（講義）
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サイバーキャンパスシステムサイバーキャンパスシステム

教員の日常業務における
様々なシーンを支援

学生の学習環境を総合的
に支援する。

各種学習支援ツールとの連携
システム連携機能

授業準備、授業実施、集計、研究、業務手続など
多忙な先生方の日常をシステムが支援します。

自宅での予習、出席、レポート提出復習、先生や学生
間のコミュニケーションなど、授業時間だけではなく、時
間を有効に活用することができます。

さまざまなデータを一元管理することで、他のシステムとの
連携も、サイバーキャンパスシステムが一手に引き受けま
す。

プラグインアーキテクチャを採用していますので自己学習支援
ツールであるWBTシステムや、専門技術で使用する演習用ツー
ルなど、簡単に連携することができます。

大学における新しい学習形態を総合的に支援

肝心なデータは、統合して管理

統合学習情報

各種学習ツールとの連携
情報や協調学習における
データの統一して管理

AML　＆　A2EN　：　学習管理システム（サイバーキャンパスシステム）の特徴
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CBT

WBT

衛星通信遠隔教育

インターネット
集合同期型教育

協調学習

遠隔教育

非遠隔教育

集合教育

VOD

セルフラーニング

＊ブレンディッドラーニング

図　eラーニングにおける学習形態 12

【問題解決学習】　生産計画立案の実践的なケーススタディを業務プロセス志向により問題解決
【体験学習】　学習ソフトウェアを用いビジネスシミュレーションを行い、仮想擬似体験しながら生産計画業務の実習
【協調学習】　LMSのネットワークコミュニケーションを活用し、グループ内・グループ間でのディスカッションを活発　
　　　　　　

に行ない 日本からも非同期でインストラクシ ンやメンタリング

■非同期協調学習方法

非同期協調学習

講義

体験学習

グループ内
協調学習

…

グループ間
協調学習

… …

＊ブレンディッドラーニング
　　・対面授業
　　・遠隔実習
　　・セルフラーニング

＊ローリング

学習管理システム
（サイバーキャンパスシステム）

・学習ソフトウェア
・シミュレーション

協調学習

実習

小テスト

システム
ログデータ

Internet

実習
レポート

プレ＆ポスト
アンケート

＊実証実験データ

・業務プロセス志
　
　向ケースタディ

問題解決学習

青山学院大学

広島大学

　＊２４時間
　　システム
　　監視

　＊電子掲示板、電子質問箱
　　によるメンタリング

デ・ラサール大学

日本ユニシス（株） オフィネット・ドット・コム（株）
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カリキュラム体系
（学習プログラム）

モジュール
（単元）

エレメントセットとエレメント
（レッスン）　　　（学習項目）

サイバービジネス
演習

サイバービジネス
プランニング演習

サイバーマニュフ
ァクチャリング演習

サイバービジネス
モデリング演習

学習コース
（科目）

エンジアリング
系協調型演習

ビジネス系
協調型演習

エクストラネット
デザインレビュー

生産システム
設計

作業システム
設計

生産計画
システム演習

在庫管理システムガイダンス
　・前提テスト
　・事前テスト

まとめ
　・事後テスト
　・総合アンケート

講義 小テスト

実習
手順
の
説明

学習ソフト
援用実習

掲示板援
用協調学習

基準生産計画

資材所要量計算

単元レポート

単元アンケート図３　学習手順に応じた教材構成と事例 14

①総合成績データ
②ポストアンケート
③そのアンケート解析後に、必要に
応　　
　じて、受講者へインタビュー

売上増加、コス
ト削減、生産量
や品質の向上、
欠勤率の向上な
ど各種指標の変
化に対する貢献
度分析

学習によって
身につけた知
識・スキルを
用いて得られ
た成果、業務
実績の向上へ
の寄与

４　
　成
果

①単元テスの成績データ
②電子質問、掲示板データ、
　　ＬＭＳログ・データの学習履歴
　⇒学習状況、学習意欲、
　　双方向コミュニケーション
③担当教員へのインタビュー

受講数ｶ月後に現
場で受講者や上
司へのインタ
ビュー

教育の結果と
して得られる
受講者の行動
の変化、実務
業務への適用

３　
　行
動

①小テスト（自動採点）
　の成績データ。
②セルフラーニング教材
　の確認テストの進捗データ

受講直後の理解
度テストや実技
演習など

受講者の教育
目標に対する
知識理解度・
スキル習得度

２　
　学
習

①単元アンケート
　（段階尺度評価式、択一
　選択式、自由記述形式）。

受講直後のアン
ケートなど

受講者の受講
直後の評判、
満足度

１　
　反
応

AMLⅡの測定事例測定方法の例評価内容レベ
ル

表　カークパトリックの4段階評価法とAMLの学習効果評価測定の事例
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サイバーキャンパス教育方法開発プロジェクト
－広範なカリキュラム体系ー

初・中･高一貫
系教育 ベーシック教育

・コミュニケーション
・理工系基礎

エンジニア
リング系教育

ビジネス系
教育

マネジメント
ITシステム
教育

・e-Learning
教育方法

・WEB教材

・教育用
　ソフトウェア

・サイバー
　キャンパス
　システム
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１）WG32　マルチメディア型一貫英語教育研究部会
　　・青山学院の小中高一貫制英語教育の方法
　　・コースデザインとカリキュラムモデルの作成［青山学院大学英語教育センター］
　　・マルチメディアによる英語教育のプログラム開発

２）WG41　サイバーコミュニケーション研究部会
　・「国際コミュニケーション論」科目のコンテンツを共同開発
　　　－オーストラリア、中国、米国等の大学
　・インターネットをベースとした国際共同授業
　・有効な授業、質疑・討論、試験等の方法の考案、国際実証実験

３）WG42　サイバーESP教育システム研究部会
　　・ ESPアプローチを用いた、専門科目に立脚した英語教育カリキュラムの開発研究
　　・ビジネスコミュニケーションに関する調査研究
　　・　遠隔教育用コンテンツ製作
　　・最新のITを利用した専門英語教育システムの提言

＊研究成果
　・青山学院大学総合研究所　研究叢書［ISSN 1347-2127］（2002年3月）
　・同上　ディスカッションペーパ
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コミュニケーション系、
エンジニアリング系、ビジネス系に関する
正規授業の実践（2002年度　約2500名、単位認定）

情報ネットワークリテラシ　基礎・応用大学1年
（1999年度　正規授業）

サイバービジネス演習

（2000年度　正規授業）

大学2年

サイバー・ビジネスプランニング演習 サイバー・マニュファクチャリング演習

サイバー・コンカレントエンジニアリング演習サイバー・ビジネスモデリング演習

大学3･4年

大学院
（2002年後期　正規授業）

（2001年後期　正規授業）

モデルベースラーニング遠隔授業システム

（2001年後期　正規授業）

サイバー・コンカレントマネジメント演習

（2002年前期　正規授業）

（2002年度　セルフラーニング教材）
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「学習管理システムとセルフラーニングシステムの融合」

受
講
者
登
録

授
業
シ
ナ
リ
オ
登
録

受
講
者
登
録

予
習

講義前

受講者管理

ロ
グ
イ
ン

質
問
履歴
管理
小
テスト

単
元
テ
ス
ト

成績
評価

Dot-learning
による
自己学習

学習
履歴

１回の授業

復
習

Ｌ
Ｍ
Ｓ

Ｓ
Ｌ
Ｓ

講義 講義後
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ボタン名称 ボ タ ン 機 能 

① 前ページ移動ボタン 前のページを表示します。前の学習項目へは移動できません。 

② 次ページ移動ボタン 
次のページを表示します。自動学習モードの場合は、最終ペー

ジからテストに進みます。 

③ シミュレーションボタン 

アプリケーションの操作方法などを音声と映像を使って確認

できます。同じ学習項目であれば、どのページからでも同じ内

容を確認できます。（シミュレーションの内容は学習項目がか

わると新しいものにかわります。） 

④ 実習ボタン 
指定されたアプリケーションを使って、学習した内容の演習が

行えます。 

⑤ テストボタン テストに進みます。 

⑥ 進捗確認ボタン ここまでの進捗状況を学習項目ネットワークで確認できます。 

⑦ モード変更ボタン 

学習モードを「自動学習モード」と「選択学習モード」の間で

交互に切り換えます。解説画面が表示された直後は基本的に

「自動学習モード」に設定されています。すべての学習項目が

達成済の場合などは「自動学習モード」を利用できません。 

⑧ 辞書ボタン 解説画面に出てくるキーワードの説明を参照できます。 

⑨ ヘルプボタン VirtualCampusCBTのヘルプが参照できます。 

⑩ 終了ボタン 解説画面を終了します。 

① ② ③ ④

⑤
⑥
⑦
⑧

⑨

⑩

各ボタンの説明

⑫　学習を終了する時
は終了ボタンをクリ
ックします。

５．dot-Learningの操作（詳しくは授業で説明します）
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６．dot-Learningのログアウト　

①　ログアウトボタンを
押します。

②　メッセージに“OK”
。

③　メッセージに“はい”
で終了。（※表示さ
れない場合もあり。）

ログアウト画面が表示されます。
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科目横断型のビジネス教育へ科目横断型のビジネス教育へ

経営戦略論

管理会計論

マーケティング論

プロセス１ プロセス２ プロセス３

ビジネスプロセス志向と協調型のeラーニング演習ビジネスプロセス志向と協調型のeラーニング演習
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正規授業「サイバービジネス演習」の実例

１）対象：経営学部２年生　　１３０名×２クラス

２）特徴：

　・業務プロセス志向、プロジェクトベースによる授業

　・協調型演習（講義＆実習：役割分担）

　・ERP　「SAP　R/3システム」の活用
３）授業のケーススタディ：ノート型PC
　　①新製品企画・マーケットリサーチ

　　②生産系サプライチェーンマネジメント（SCM）
　　③流通系SCM
　　④エクストラネット・プロダクション

１）対象：経営学部２年生　　１３０名×２クラス

２）特徴：

　・業務プロセス志向、プロジェクトベースによる授業

　・協調型演習（講義＆実習：役割分担）

　・ERP　「SAP　R/3システム」の活用
３）授業のケーススタディ：ノート型PC
　　①新製品企画・マーケットリサーチ

　　②生産系サプライチェーンマネジメント（SCM）
　　③流通系SCM
　　④エクストラネット・プロダクション 23

ERP(SAP　R／3システム）機能開発

• R/3へのアクセス
– 基本情報
– 販売管理情報
– 生産計画情報
– 工程管理情報
– 在庫管理情報
– 購買管理情報
– 需要予測 R/3

財務会計

管理会計

固定資産管理

プロジェクト管理

ワークフロー

業界別
ソリューション

人事管理

プラント保全

品質管理

販売管理
ビュー在庫管理

ビュー

生産管理
ビュー

生産計画/
管理

在庫/購買管理

販売管理
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新製品企画・マーケットリサーチ
ビジュアルでダイナミックな教材ビジュアルでダイナミックな教材
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流通系SCM　VMI:　R/3のトップ画面
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サブ演習 教育ソフトウェア（Soft.）とシミュレータ（Simulator）

1.エクストラネット・デザ
インレビュー

・デジタルモックアップSimulator
・サイバーキャンパスシステムのネットワークコミ
　ュニケーション

2.レイアウト・マテリア
ルハンドリング

・「From-Toチャート」作成Soft.
・「レイアウト案」自動生成と職場間「物流量」算出
　Soft.

3.生産システム設計 ・ラインバランシング評価関数の算出と、ピッチダ
イヤグラムの作図Soft.

4.作業システム設計 ・仮想ヒューマンモデルSimulator
・作業時間構成システムSoft.
・稼働分析観測・集計システムSoft.

5.需給マネジメント ・指数平滑法の算定とグラフ作成
・総合生産計画の立案支援

6.生産計画(MRP)シス
テム

・総在庫管理費用の算定Soft.
・MRP（基準生産計画、資材所要量の算出）シス
　テムSoft.

7.エージェントベース・
エクストラネットプロダ
クション

・エージェントベース・エクストラネットプロダクショ
　ンSoft.
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3D-CGシミュレータ　「仮想擬似」体験学習
－バーチャル・ファクトリでの実習例－

エアマスター置場

エアドライヤー置場

ブレーキボルブ置場



4
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AMLⅡプロジェクト　WG61
マネジメントITシステム・デザイン構築演習

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｉ
Ｔ
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

業務プロセス志向

ビジネス
分析

ビジネス
戦略立案

情報化

戦略立案
情報化 運用

評価
ビジネス
再構築

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ領域の知識

ＩＴ領域の知識

技法

支援ツール／教育ソフトウェア
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経営

情報化

システム・インテグレーション

プロジェクト プロジェクト・ ・ ・ ・ ・

プロジェクトマネージャ

要件定義

ビジネスコンサルタント

ITコンサルタント

アーキテクチャ 構築 テスト

業務要件ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ設計ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ

システムアーキテクト

アプリケーションアーキテクト

物理設計担当

プログラム担当

性能テスト担当

機能テスト担当

ITマネージャ

育成対象

ITコーディネータ
ビジネスアナリスト

システムアナリスト
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教育ｿﾌﾄｳｪｱ/支援ﾂｰﾙ

業務改善プロセス

ビジネス
戦略立
案 情報化
戦略立
案 情報化

ビジネス
評価

システム
要求分析

システム
設計

システム
実装

システム
評価

情報化プロセス

指導者

（教材作成）

遠隔講義

学習者

（セルフラーニング）
学習者

（協調学習）

仮想企業システム

サイバーキャンパスシステム
                                                 ・授業運営支援  ・セルフラーニング支援 ・協調学習支援

モバイルから
確認

ケーススタディ：

ノートＰＣメーカー

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
フ
ロ
ー

学
習
イ
メ
ー
ジ

テスト
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まとめ
・高等教育機関におけるeラーニングを実施する意義
サイバーアライアンスの必要性
教育のパラダイムシフト　⇒教える側と学ぶ側の双方の意識改革

× eラーニングとは、遠隔授業のことだ、情報化教育のことだ
× eラーニングは、既存の講義内容を単にデジタル化することだ
× eラーニングは、省力化につながり、コストダウンにながる
×対面授業で行っていた講義の方が質が高い、学習効果が高い
　　　⇒ eラーニングは、セルフラーニングのみを指すのではない！　　　
×eラーニングがいいのか、対面授業がいいのかの議論、無意味！
　　　⇒ eラーニングは従来の対面授業を代替するものではない
　　　⇒ さまざまな学習形態を組み合わせ、使い分ける

できるだけ多くの学生、学生個人の学びをインタラクティブに支援
学習コースの質を高める

そのためには教育をエンジニアリング視点から捉えなおす
学習効果と投資効果に目を配りながらカリキュラム開発
学習者である学生の声に耳を澄ませる姿勢を続ける
　　⇒学習者の評価、教育を提供する側の評価、表裏一体


